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主要な研究結果

１
世界中で人為的に排出される水銀は、北極の環

境中へ移動し続けている。北極での大気濃度は一般
的に減少しているが、北極の生物相中については、
過去20年間に水銀の増加傾向と減少傾向の両方が観
察されている。大気中の減少傾向は、北極に近い地
域からの排出量の減少、または気候変化の影響、あ
るいはその両方に関連している可能性がある。生物
相中の変化傾向は一貫性がなく、それは環境中の複
雑な諸過程によるところが多く、その一部は気候変
化にも関連している。

４
北極の環境中での水銀の挙動に対する気候

変化の効果が見られるようになっているが、野生生
物や人々の水銀への曝露に関する長期的な影響につ
いては大きな不確実性が残っている。気候変化の効
果の最も明白な事実は、永久凍土層の融解と氷河の
融解を通じた水銀の放出に関連している。また、生
物種の分布の変化は、食物網における水銀曝露の状
況を変化させている。

２
北極に住む人々が世界中で最も水銀にさらされ

ている人々の部類に含まれるという状況には依然変
わりがなく、北極の野生生物の中には、高く重大な
レベルの曝露に直面しているものもある。地理的な
ホットスポットになっていることと、海洋哺乳類と
海鳥など水銀に特に曝露されているいくつかの種が
あることが懸念の原因となっている。

３
新たな研究により、水銀の排出源や北極の生態

系における水銀の移動に関する理解が深まった。特
に、水銀の長距離輸送、北極での水銀の沈着過程、
ツンドラや永久凍土中での水銀の移動、および北極
で無機水銀がより毒性の高いメチル水銀に変わる過
程について、より明瞭に理解できるようになってい
る。



６
北極の水銀濃度の測定は、水俣条約の有効性評

価に対して重要な貢献をすることになる。北極地域
には、大気中および生物相中の水銀の長期時系列
データが数多く存在している。これらの時系列デー
タは過去20年以上をカバーしており、水俣条約採択
の前と後での比較が可能である。したがってAMAP
は、条約の有効性評価に貢献するのに好位置にいる
と言える。
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５
世界の水銀排出量に対する厳しいが実行可能な

管理によって、将来の北極の水銀濃度を短期的およ
び中期的に減らすことができることをモデリングの
結果が示している。モデリングには不確実性が内在
するものの、この結果は、緩やかな排出削減政策で
あってもその実施を遅れさせないことの重要性を示
している。 環境中の水銀の蓄積を減らすためには
「新たな」人為的排出を減らすことが鍵である。

７
先住民の貢献は、北極地域における中核的な研

究と、水俣条約などの汚染物質に関する世界的な合
意の形成に不可欠なものであった。先住民と科学者
の間の活発な協力は、北極における水銀の研究と監
視に重要な貢献をもたらした。



序論
水銀汚染は、北極の野生生物と人々の健康を脅かしている。
水銀は、自然と人間の両方に発生源を持っている地球環境
の汚染物質である。北極に存在する水銀の多くは、大気と
海洋によってこの地域に運ばれ、食物連鎖の中で蓄積され、
最上位の捕食者に高レベルの水銀をもたらしている。人々、
特に海洋哺乳類が食生活の重要な部分を占めている先住民
や他の北極の住民は、高レベルの曝露のリスクにさらされ
ている。

水銀が人々の健康と地球環境にもたらすリスクに対する懸念
から、 2013 年の「水銀に関する水俣条約 (Minamata
Convention on Mercury)」が締結され、2017年に発効した。
この条約は世界的な規制の枠組みを定め、水銀の採掘、大気、
陸地と水域への排出、および多くの製品や製造過程における
水銀使用の段階的廃止に向けた規制を導入している。
北極圏監視評価プログラム（AMAP）は、1998年以来、北極
の水銀の科学的評価を実施している。最新の評価報告書であ
る「AMAP Assessment 2021: Mercury in the Arctic（AMAP
評価2021：北極の水銀」が本要約の元になっているが、これ
は水銀のみを扱った2011年のAMAPアセスメントをアップ
デートし、また最近出版された「AMAP assessments of
contaminant effects on Arctic wildlife (2018)（北極の野生生
物に対する汚染物質の影響に関するAMAP評価（2018））」
で提示された情報を更新し、さらに北極の水銀と人間の健康
に関する最新情報も紹介している。
AMAPによって作成された情報、および先住民と北極諸国の
関与は、水俣条約に至るまでの交渉において極めて重要であ
り、条約前文では「北極の生態系と先住民社会の特定の脆弱
性」として言及されている。
水俣条約は、その有効性の継続的な評価を義務付けていて、
このためには水銀汚染の監視（モニタリング）が必要である。
上記のAMAPによる最新のアセスメントは、国際社会が北極
の環境と人々に対する条約の影響を理解するために必要とな
る現在の科学情報と状況に関する情報を提供し、水銀のこれ
らの影響を最小限に抑えるために必要な更なる研究を特定し
ている。

水俣条約、AMAPと北極
2013年の水俣条約の採択は、水銀汚染に取り組む国際
的な取り組みの突破口となった。2017年8月に発効した
この国連条約は、多くの製品での水銀使用を段階的に
廃止し、締約国に石炭火力発電所、石炭火力産業用ボ
イラー、非鉄金属の生産、廃棄物の焼却、セメントク
リンカーの生産に伴う水銀排出を管理し、可能な場合
には削減することを含む、水銀の排出を抑制するため
の初めての世界的合意である。ロシア連邦を除くすべ
ての北極評議会加盟国は、この条約の締約国である。
AMAP、北極の科学者、そして重要な点として北極先
住民の活動が水俣条約の制定に重要な役割を果たした。
条約の前文は、特別に「北極の生態系と先住民コミュ
ニティの特定の脆弱性」に言及している。
条約第22条に基づき、締約国は2023年までに、条約の
有効性を評価することになっている。この有効性評価
の段取りを決める作業が進行中であり、そこには「環
境中の水銀と水銀化合物の存在と動き、および生物や
脆弱な人々の集団で観察される水銀と水銀化合物の濃
度の傾向に関する比較可能なモニタリングデータ」の
規定が含まれている。
各国の監視プログラムに支えられているAMAPの北極
の監視と評価の活動は、水俣条約の有効性を評価する
のに役立つ地域の水銀監視システムの最良の例の1つと
して認識されている。したがって、AMAPは、条約の
今後の実施を支援し続けるのに適した立場にいる。



なぜ北極で水銀が懸念事項になるのか？

AMAPは過去30年間にわたり、北極の水銀汚染を追跡してきた。北極では、地域内の人的起源の排
出は少ないにもかかわらず、地域外からの汚染物質の輸送により、過去150年間で北極の水銀濃度
は10倍に増加した。ただし過去30年間については一部の変化傾向にばらつきが見られるようになっ
てきた。

地球規模の気候変化に伴う北極の急速な温暖化は、大
気、海洋、土壌、植生の中で水銀がどのように、どれ
だけの量、輸送され、沈着、循環するかを予測困難な
形で変化させている。
北極の比較的長い食物連鎖のために、食物連鎖の最上
位にあるいくつかの種で水銀が生物濃縮することにな
る。海洋哺乳類を含む特定の高栄養段階の種は、いく
つかの北極社会の伝統的な食生活の重要な部分となっ
ているため、この地域の先住民や地元の人々は、食事
を通じて世界で最も高いレベルの水銀への曝露に直面
している。
水銀への曝露が、神経系や心血管系の障害など、人々
や野生生物の健康への悪影響に関連していることはよ
く知られている。北極の人々を対象とした研究は、こ
れらの関係を明らかにするのに役立ってきた。
たとえば、フェロー諸島で行われたヒトのバイオモニ
タリングでは、子宮内でメチル水銀に曝露された子供
は、運動機能、注意力、言語能力、および記憶力の低
下を示していることがわかっている。ヌナビクでの子
どもの発達に関する調査では、水銀曝露が知能指数の

低下、理解力と推論力の低下、注意障害のリスクの増
加に関連していることがわかった。成人では、曝露が
加齢に伴う精神的衰えの加速に関連付けられている。
また、北極での研究結果では一貫性があるわけではな
いが、水銀曝露が高血圧などの心血管の健康状態の悪
化につながるという証拠がある。
生物相については、最新の研究によると、北極地域の
海洋哺乳類、鳥類、魚類、無脊椎動物のほとんどの種
は、水銀曝露による健康への影響のリスクが低いか、
全くない。しかしながら、この地域には地理的なホッ
トスポットや曝露の程度が高い高栄養段階の種が存在
していて、一部の鳥類やホッキョクグマ、ゴンドウク
ジラ、イッカク、シロイルカ、ズキンアザラシなど北
極海の長寿命の哺乳類にとって水銀は依然として懸念
原因となっている。さまざまな海洋哺乳類の種、年齢
層、地域にわたる合計3,500個体の研究の評価では、
約6％が水銀曝露による健康への影響のリスクが高い
または深刻であると判断された。同様に、いくつかの
海鳥の個体群は、毒性基準を超える水銀濃度を示して
いることがわかった。



この地域の水銀レベルに何が起きているのか？

世界的に見ると、人間の活動からの水銀の排出
量は近年増加している。2015年の大気への水銀
の排出量は2010年よりも約20％多いと推定さ
れた。これらの人為起源の排出量は、世界の年
間総排出量の約30％を占めているが、自然起源
の排出量は10％未満である。残りは、以前に土
壌、植生、表層海洋水に沈着した水銀の再放出
によるものであるが、この多くは、もともと人
間の活動に由来するものである。したがって、
「新たな」人為的排出を削減することが環境中
の水銀の蓄積を減少させるための鍵であり、そ
して水銀はその環境システムからゆっくりと除
去されるまでに何十年も再循環するのである。

しかし、北極の状況は複雑である。世界的な人為的
排出量の増加は、この地域の大気監視地点では反映
されていなくて、ほとんどの地点で濃度の低下を示
している。これはおそらく、北米やヨーロッパなど、
北極に最も近い主要な発生源地域からの水銀排出量
が近年減少したためであるのに対し、より遠い地域、
特にアジアでは増加しているためである可能性があ
る。北極の植生と積雪の変化が水銀の取り込みと再
放出を変える可能性があるため、気候変化も要因と
なる可能性がある。海水中では、水銀濃度が上昇し
ている領域は、大気からの直接沈着ではなく、水中
の水銀の輸送と化学作用を反映しているように見え
る。

北極の生物が水銀に曝露することで生じる潜在的なリ
スクに影響するプロセスは幾つかある。まず第一に、
水銀は大気、海洋、河川によって北極に輸送され、そ
こで水、土壌、堆積物、氷、植物、動物の過去からの
汚染物質に付け加わり、そして循環する。大気を介し
て輸送される水銀の主な形態は無機物である。水を介
しては、無機水銀と有機水銀の両方が輸送され、海洋
中の有機メチル水銀のレベルと野生生物のホットス
ポット地域の間に関連性が見出されている。
この評価書では、とりわけ、長距離輸送および沈着過
程に関する最新情報を提供し、大気中の水銀がどのよ
うにツンドラに輸送され、氷河に堆積し、永久凍土に
貯蔵され、北極海に運ばれるのかについての理解の進
展を要約している。新しい重要な発見として、大気か
らのガス状水銀の取り込みにおけるツンドラ植生の重
要性に関連した知見が得られている。
もう一つのプロセスは、無機水銀からメチル水銀への
変換を制御するものである。メチル水銀は神経毒性物
質であり、食物網内で生物蓄積・生物濃縮する。2011
年のAMAP評価報告書以来、無機水銀がメチル水銀へ
変換されるプロセスや、その生物による摂取、生体内
蓄積、および生物濃縮に影響を与えるプロセスに関す
る知識が増えてきた。たとえば、永久凍土層の融解の
際に水銀のメチル化を制御する微生物内の遺伝子が発
見されている。さらに、水銀のメチル化と生体内蓄積
の制御における溶存有機物の役割についての私たちの
理解も大幅に前進した。



しかし、前回の評価以降のより重要な発見の1つは、北極
海の一部の浅い深度にメチル水銀が濃縮された層が存在す
ることである。理由は不明であるが、この層は、他の海洋
で見られる同様の層よりもはるかに浅い深さにあり、そし
て動物プランクトンなどの低次栄養段階の海洋生物の生息
地になっている。これらの海洋生物相によるこの高濃度メ
チル水銀の摂取は、カナダ北極域西部の海洋哺乳類の水銀
レベルが東部の哺乳類よりも高いという長年の謎を説明で
きる可能性がある。
北極の食物連鎖における水銀の摂取に関する研究はほとん
どないが、この地域の食物連鎖の長さが上位捕食者のメチ
ル水銀濃度の上昇につながり易く、寒くて生産性の低い生
態系ではメチル水銀の生物濃縮が高くなるといういくつか
の証拠がある。水銀の生体内蓄積は、食餌、移動、成長率
などの要因によって、種間および同一種内で異なる可能性
がある。ただし、高次栄養段階の種では水銀のほとんどが
メチル水銀の形で存在する。
北極の野生生物の水銀負荷の経年変化については一貫性が
ない。過去20年以内に収集された、統計的に信頼性のある、
北極生物相の水銀濃度の77件の時系列データのうち、44件

は増加傾向を示し、32件は減少傾向を示し、1つは変化を
示さなかった。ホッキョクグマとゴンドウクジラの個体群
の研究では、一部の個体群で有意な増加が見られたが、調
査したワモンアザラシとシロイルカの一部のグループでは、
濃度の低下が見られた。
北極の多くの人間集団のメチル水銀レベルは上昇しており、
主にこれらの高次栄養段階の海洋生物種の一部を消費して
いることに起因している。しかし、先住民や地域社会の間
では食生活が変化していて、伝統的な食生活が市販の食品
によって補完されるようになってきている。この変化に
よって、人間のメチル水銀への曝露は減少しているが、輸
入加工食品の摂取によって、有益なビタミンと脂肪酸のレ
ベルが低くなり、全体的に貧弱で健康的でない食事にも繋
がっている。このことはまた、食料の安全保障やこれらの
社会の文化的アイデンティティにも影響を及ぼす。
このようにメチル水銀を多く含む可能性が高い自然の食物
からの移行が進んでいるにもかかわらず、水銀曝露に関す
る最近の分析によると、北極のイヌイットが世界的にも高
いレベルのメチル水銀にさらされたままであることが判明
した。
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気候変化は北極の水銀にどのような影響を及ぼしているか？

北極は特に気候変化に敏感であり、気温は他の地域の2倍以上の速さで上昇している。これは、海氷の減少
や開水面の増加により、海面がより多くの太陽放射を吸収し、その結果気温が上昇し、海氷がさらに失われ
るというなどのフィードバックメカニズムが原因の一つであると考えられている。

この急速な温暖化は、北極の物理的環境と、既存の種
の分布や新しい種の侵入など、その生態学的プロセス
に深刻な変化を引き起こしている。これらの変化は、
水銀が北極の生態系の中をどのように移動し、さまざ
まな種に生物蓄積し、食物網の中で生物濃縮されるか
に影響を及ぼす。
前回のAMAP水銀アセスメント以降、気候変化が北極
の水銀の挙動にどのように影響するかについて、観測、
実験、モデリングに基づく数多くの事実が明らかに
なってきた。これらの事実は、従来、主として理論的
な予測でしかなかった事柄を補っている。

これらの事実は、気候変化が北極の環境とその生物相
の水銀レベルに影響する多くのプロセスに影響を及ぼ
していることを示している。これらには、水銀の北極
への輸送、および北極内での移動、細菌によって無機
水銀がより毒性の高いメチル水銀に変換される割合、
メチル水銀の生物学的摂取、および食物網を介したメ
チル水銀の移動が含まれる。



気候変化は以下に影響を及ぼす：
水銀の輸送
雪と氷の融解と永久凍土層の融解により、
陸域の集水域からの（北極海への）水銀
の輸送が増加する
林野火災（森林火災・原野火災）の深刻
さと頻度が増加すると、大気に水銀が放
出される
気候は大気中の水銀の沈着と表面からの
再放出に影響を与える

水銀の化学
雪氷圏の変化は、陸域および水域環境に
おける無機水銀の季節的放出や貯留を変
化させる可能性がある
気温の上昇により、融解した永久凍土層
および沿岸の海洋または湖の堆積物中に
おけるメチル水銀の生成が促進される可
能性がある
海氷の減少は、海水中のメチル水銀の光
化学的分解を促進させる可能性がある

水銀の生体内蓄積
食餌の底生系―漂泳系の変化は、漂泳生
物種の水銀の生体内蓄積を高める可能性
がある
気候は生物相の水銀濃度に影響を与える
が、その影響は複雑で予測が困難である
食物網の相互作用や体調の変化は、動物
中の水銀濃度に影響を与える

種の分布の北方シフト
によって陸上・海洋で
の種間相互作用の変化
が水銀曝露に変化を及
ぼす可能性がある

林野火災の増加
による大気中の
水銀の増加

融解する氷河
からの放出

大気中の輸
送と沈着に
対する影響
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長距離
大気輸送
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と水銀の除去
イベント

体調の低下
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銀濃度を上
昇させる可
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水銀の河川
輸送の増加

水銀放出
の変化 人為的

排出
沿岸海氷の損失
に伴う大気沈着
と水銀除去イベ
ントの変化

スランプ
（地すべり地形）

湿地海岸侵食に
よる水銀輸
送量の増加

水銀の光化学的
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水銀の海洋面交
換と長距離輸送
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の再生

深海

水銀の動態に影響を与える
融解地すべりからの水銀と

有機・無機物の放出メチル水銀の生成と
光化学分解の変化

海氷の減少は、水
銀の化学的性質と
食物網の相互作用
を変化させる

底生生物-漂泳生物シフト

永久凍土の衰退に
よる水銀の放出





気温の上昇と暴風雨の増加が、永久凍土層を融かし、
氷河を融解させ、海岸線を侵食している。気候変化が
北極内の水銀の移動に及ぼす影響の最も明瞭な証拠は、
陸地の集水域での水銀輸送である。特に永久凍土層は、
世界的に重要な水銀の貯留層であり、その融解は、大
量の水銀を動態化させる可能性がある。ただし、この
水銀が、どのような形で、いつ、実際に放出されるか
は不明である。また、北極内およびそれ以外の地域で
の林野火災の激しさや頻度の増加も大気中の水銀濃度
を増やしている可能性があるが、これについても、そ
の長期的な影響についてはよく分っていない。
気候変化は、生物がどのように水銀およびその化合物
を吸収し処理するかにも影響を及ぼしている。「北極
の緑化」として知られている植生の拡大は、植物や土

壌に蓄積される大気中の水銀量を増加させる可能性が
ある。気温の上昇は、淡水および海洋の堆積物中、お
よびツンドラの土壌中の細菌が無機水銀をメチル水銀
へ変換する速度を増加させる可能性がある。気温の上
昇のために起こる種の生息範囲と存在量の変化は、餌
となる生物の水銀濃度の違いによって、水銀の曝露に
変化を及ぼす可能性がある。
しかしながら、これらのさまざまな要因は複雑で相互
に影響し合うため、その影響を解きほぐし分離するこ
とは困難である。また、気候変化の影響は、北極全体
で、そして期間、種間および同一種内でも不均一であ
るために、北極の生態系への影響を理解し、予測する
取り組みをさらに複雑にしている。

ホッキョクグマの様々な亜集団で
の水銀を介した健康影響リスクの
レベル（5段階）の割合。

成体

亜成体

全て

影響なし

低リスク

中リスク

高リスク

重度のリスク

ホッキョクグマの毛



先住民と地域社会の水銀研究と監視に関する貢献と展望

北極の環境や野生生物および植生の観測・観察とそれらを理解する試みは、科学的なモニタリングから始まった
わけではない。北極の先住民は、自分たちを取り巻く世界に関する知識を、世代を超えて継承し、絶えず進化さ
せてきた。それは彼らの生存、文化、そして土地認識の基礎となってきたのである。

とはいえ、科学的監視の開始以降、先住民と地域社会は
科学的活動においても重要な役割を果たしてきた。いく
つかの北極圏の国においては、汚染物質や水銀の曝露に
関する研究は、彼らの関与なしには不可能であった。ま
た、先住民の知識や地域の知識の価値は、北極およびそ
れ以外の地域の科学者や政府によってより強く認識され
つつあり、研究活動の決定に先住民と地域社会が関与す
ることで、研究の成果やリスク管理、コミュニケーショ
ンが改善されてきている。
この評価報告書は、北極地域全体の40を超えるプロジェ
クトによる水銀に関する研究および監視活動への先住民
の貢献の実例を記載している。これらの取り組みには、
1970年代にさかのぼる試料採取プログラムでの魚や野生
生物の収集、および地域の汚染物質の優先順位を監視す
るためのコミュニティ主導のプロジェクトが含まれてい
る。また、先住民は、過去数十年にわたってヒトのバイ
オモニタリングや健康調査にも参加してきた。これらの
研究は、水銀の変化傾向を評価するとともに、その傾向
に影響を与える主要な社会生態学的な重要因子を特定し、
最終的に水銀が人々の健康にどのように影響するかを明
らかにしてきた。

先住民の知識と野外での観察結果を記録するための新し
いデジタルツールが開発されているが、現在の取り組み
は、北極の研究における先住民の自己決定や、先住民の
知識保有者が科学者と対等の立場で研究と監視活動に関
与する知識の共同生産アプローチに特に力を入れている。
北極の先住民と地域社会がどのような影響を受けている
かが、水銀汚染の状況を把握し、各国内および国際的な
規制を推進する上で重要であり、今後も重要となる。水
俣条約に至る交渉において先住民の果たした役割は特に
重要であったし、水銀汚染がもたらす脅威を人々にとっ
てより身近なものにするのに役立った。
先住民の知識と地域の知識を環境研究やモニタリング、
および関連する意思決定プロセスに活用することは、
AMAPを含む北極評議会およびその作業部会の任務の一
部である。



水銀曝露は将来どのように変化する可能性があるか？

北極の水銀濃度は、同時期の地球規模の人為的
排出の程度、水銀の自然放出、過去の自然およ
び人為的な排出が環境中にどのように貯蔵され、
再放出され、リサイクルされてきたかなどの諸
要因の組み合わせを通じて影響を受ける。した
がって、将来の水銀濃度の推定は非常に複雑で
ある。そのためには、経済活動、エネルギー使
用、諸規制、技術利用などによる汚染レベルの
変化と、北極の気候と環境の変化の両方の可能
性を評価する必要がある。

これらの変化は相互に関連し、時には相殺されるも
のであるが、さまざまな時間スケールで北極の大気、
海洋、食物網内の濃度に影響を与える。北極の大気
中濃度は、水銀排出量の変化に数か月以内に反応す
ると推測されるが、北極海の濃度の変化は、数年か
ら数十年にわたって大幅に遅れるとともに、生物学
的、化学的、地質学的過程からより大きな影響を受
ける。

たとえば、気候変化によって引き起こされる海氷の減
少は、北極海からの水銀の蒸発量を増加させ、その結
果、表層水中の濃度を低下させることにつながる。逆
に、河川の流出量が増えると、海洋により多くの水銀
が流入する。また、より広範囲の林野火災と永久凍土
の融解は、いずれも水銀の再放出を増加させる。一方、
北極の緑化は水銀の沈着を増加させる。
2021年AMAP水銀評価のために実施されたモデリング
は、水俣条約の下での野心的な規制政策実施のシナリ
オに沿って、将来的に世界中の水銀排出を規制するこ
とで、今後数十年で北極の環境中の水銀レベルを低下
させることが可能であることを示している。ただし、
排出規制の導入が遅れると、水銀濃度に大きな影響を
及ぼす可能性がある。
具体的には、排出量と沈着量の不確実性を調整した後
のモデルの予測は、最も厳しい規制を行った場合と何
も実施されないシナリオの場合との差が、2050年まで
に北極海の表層水中の水銀濃度で36％にもなる可能性
があることを示唆している。モデリングは、水銀排出
量を削減するための行動のわずかな遅れでさえ、北極
海の濃度に重大な悪影響を与えることを示していて、
水銀汚染の規制の実施を2020年から2035年に遅らせる
と、2050年までに地表水中の水銀が5％増える可能性が
あるとしている。



北極の水銀汚染の課題に対応するために政策決定者は何を考慮すべきか？

• 北極環境における将来の水銀濃度は、将来の地球規
模の人為的排出量によって大きく影響される。これ
らの水銀排出量のうち、北極内からの排出量は2％未
満であり、北極評議会のメンバー国とオブザーバー
国が、世界の人為的排出量の約44％を占めている。
したがって、北極評議会のメンバーとオブザーバー
国は、水俣条約の下で、地域的にも世界的にもリー
ダーシップを発揮する上で好位置にいる。

• 水俣条約の締約国は、条約の有効性を評価すること
が求められる。水銀汚染に対する北極の個体群の脆
弱性が明確に言及されていることから、この地域の
人間と野生生物の集団に対する曝露経路とリスクに
関する、強化された、より調整のとれた監視が必要
である。

• 気候変化は、水銀が北極へ、あるいは北極内をどの
ように輸送され、またどのように蓄積し、北極の環
境と生物の中を循環するかを変化させている。これ
らの変化は複雑で、相互に関連しており、予測が困
難である。水銀汚染と気候変化が相互に関連してい
ることから、北極が直面するこの２つの問題を緩和
するためには科学と政策の両方のレベルでの取り組
みを必要とし、それらを支えるための学際的な研究
アプローチと資金も必要である。

• 北極で観測された水銀の長期的傾向に関わる上記の
要因を峻別するには、因果関係のより良い分析を可
能にする補助データによって既存の監視プログラム
を補完する必要がある。この情報は、コスト効率の
良い方法で資金を配分しようとする政策決定者に
とって重要であり、すでに実施中または計画中の政
策と管理方法から得られる結果を見積もるためにも
重要である。これらの研究は、可能な限り、特定さ
れた要因に影響を与える可能性のあるさまざまな利
害関係者の関与のもとで実施する必要がある。

• 北極先住民、地域社会、科学者の間で、先住民の対
等な関与を含む協力的なプロセスとパートナーシッ
プを構築することは、北極地域における長期的な研
究、監視、リスク管理、コミュニケーションを成功
させるための鍵である。このようなプロセスは、適
切なコミュニケーションと透明性、倫理規準に関す
るガイドライン、および継続的な資金提供の上に成
り立つ。



推奨事項
AMAP評価の結果に基づいて、AMAPワーキンググループは次の作業を推奨する。

北極評議会のメンバー国は、この地域の水銀モニタリン
グを継続、必要に応じて拡大し、北極の政策決定および
意思決定に必要な情報を提供し続けるとともに、水俣条
約の有効性評価や国連ECE大気汚染条約（長距離越境大
気汚染条約）などの活動を支援する。
具体的には、地理的範囲の拡大、海水を含むサンプル
マトリックス、そして河川の無機水銀とメチル水銀な
どが含まれている必要がある。この監視活動は、実行
可能で費用効果の高い水銀管理戦略に資するように設
計する必要がある。監視活動と意思決定には、先住民
と地域社会との緊密な参加と対等な関与が含まれるべ
きである。

政策決定を支援するプロセスに知識を
取り込む：

新たな研究に
関する取り組み

強化に関する
メッセージ

知識のギャップに
関する取り組み

１

北極評議会のメンバー国とオブザーバーは、水銀の一次
排出量を削減するための努力を強化し、水俣条約のさら
なる実施を引き続き支援する。
水銀の排出と放出を削減するための世界的な行動を実
施することは、北極の水銀環境汚染を減らし、その結
果北極の野生生物と人々への悪影響を低減させるため
の鍵となる。
北極諸国は、世界的な排出量に対処することに加えて、
地元の食料資源、特に先住民や他の北極の住民によっ
て消費される伝統的な食物を汚染する可能性のある北
極内の既存の水銀排出源に対処するための独立した別
個の行動を取ることを検討する。
排出源は、人間活動の活発化、永久凍土層の衰退、洪
水、林野火災の発生の増加など、気候変化の直接的お
よび間接的な影響によって悪化する可能性がある。し
たがって、これらの排出源に対処することが、北極の
生態系、先住民や他の北極住民の食料安全保障と安全
への脅威を増大させる気候変化関連の現象の影響を緩
和するためのより広い戦略の一部である。

水銀に関する行動の呼びかけの再確認：２

北極諸国の政府とオブザーバー国、および国際的および国内
の研究助成機関は以下の取り組みを行う：
気候変化および関連する生態系の変化が、北極への水銀の長
距離輸送とその循環および北極での動態に及ぼす影響を考慮
した研究を拡大する。特に重要なのは、北極の海洋環境、特
に食物網への取り込みが激しい区域でのメチル水銀生成のさ
らなる調査と、ソース・レセプター効果を評価するために必
要となる水銀の輸送と動態に影響するプロセスへの気候変化
影響のモデリングの改善である。
物理的、化学的、生物学的プロセスの複雑さを考慮に入れた
学際的研究を奨励する。具体的には、気候変化やその他の要
因が生物相の水銀への曝露に及ぼす長期的な影響、および気
候変化および人為起源の他の要因の結果として起こる水銀や
その他の環境汚染物質やストレス要因についての累積的影響
を評価する学際的研究などである。
長期的な汚染物質監視プログラムの地理的範囲を持続し、さ
らに拡大する。具体的には、北極の大気と生物相における水
銀の継続的な変化傾向の監視であるが、その際、人為的要因
による地域の環境プロセスの影響を解決できるようにプログ
ラムを強化する。気候変化が食料安全保障と安全に及ぼす影
響の観点から、水銀への人間および野生生物の主要な曝露経
路の理解を深め、潜在的な健康リスクを追跡するためのバイ
オモニタリングを継続および拡大することも、関連する優先
事項である。
知識の共同生産の増加を促進
北極の水銀の研究と監視のため、ベストプラクティスを用い
て先住民と科学者の間のパートナーシップの発展を支援し、
知識の共同生産の増加を促進する。地方自治体や公衆衛生当
局などの他の利害関係者との連携も、地方規模での政策や意
思決定に関連する情報が効果的に活用されるようにするため
に不可欠である。

北極の水銀に関する知識基盤を拡大する：３



AMAPは、1991年に8カ国の北極環境保護戦略に基づいて設立され、汚染と気候変化に関
する北極地域の状況について監視し評価を行っている。AMAPは、政策と意思決定プロセ
スに情報を提供するために、科学に基づいた政策関連の評価文書と一般向けのアウトリー
チ成果物を作成している。1996年以来、AMAPは北極評議会の6つのワーキンググループ
のひとつとして活動している。

この文書は、北極監視評価プログラム（AMAP）によって作成されたものであり、必ず
しも北極評議会のメンバーやオブザーバー諸国の見解を表すものではない。
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The AMAP Assessment 2021: Mercury in the Arctic（AMAP評価2021：北極の水銀）は、
2021年にAMAPによって発行された数種の報告書および評価書のひとつである。気候と
汚染の問題に関する詳細情報については、これと以下の報告書を確認することを勧める。

• AMAP Assessment 2020: POPs and Chemicals of Emerging Arctic Concern: Influence
of Climate Change
（AMAP評価2020：POPsと北極で新たに懸念されている化学物質：気候変化の影響）

• AMAP Assessment 2021: Impacts of Short-lived Climate Forcers on Arctic Climate, Air
Quality, and Human Health
（AMAP評価2021：短寿命気候強制力因子が北極の気候、大気質、および人間の健康
に及ぼす影響）

• AMAP Assessment 2021: Human Health in the Arctic
（AMAP評価2021：北極の人々の健康）

• AMAP Arctic Climate Change Update 2021:Key Trends and Impacts
（AMAP北極気候変化のアップデート2021：主な変化傾向と影響）
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